
　　　

５月３０日、雫石町立雫石中学校の２年生による国道４６号の清掃活動が行われました。

この日は２年生約１３０名が、仙岩トンネル周辺から雫石バイパス西口までのおよそ８㎞の区間を８グ

ループに分かれて、軍手とごみ袋を持って清掃作業を実施。約１時間かけて路肩付近だけでなく、草を

かき分け、法面の下まで空き缶やペットボトル等、持っていたビニール袋がいっぱいになるほどごみを

拾っていただきました。

当日は晴れて日差しがまぶしいくらいでしたが、引率の先生に「こんなの見つけたよ！」と報告しな

がら、また、拾うごみの量を友達と競い合いながら、集まったたくさんのごみを両手に抱えつつ楽しん

で清掃活動に参加する姿に頼もしさを感じました。

５ ３ ０

（ゴミゼロ）を目指し！

盛岡西国道維持出張所では、国道４号の花巻市二枚橋～盛岡市寺林までの区間、延長５９．２km

及び国道４６号の盛岡市津志田から雫石橋場（仙岩トンネル入口）までの区間、延長３９．１kmの

維持管理を行っています。

今年で４６回目となるこの活動は、昭和５３年

から始まり、先輩から後輩へと受け継がれ約半世

紀近く続く雫石中学校の伝統的活動。

語呂合わせで、「５３０」（ゴミゼロ）の５月

３０日に毎年活動されています。コロナの影響で

ここ数年は雫石町総合運動公園周辺での清掃活動

を行い、国道での活動は４年ぶりに行われました。

雫石中学校の生徒の皆さん、長年にわたって、

みんなの財産である道路の清掃活動に寄与してい

ただき、ありがとうございます。

そして、暑い中での清掃活動、

大変お疲れさまでした。

“みんなが使う道路をきれいにし続けて半世紀”


